
事業間優先度評価システム　評価シート

主要目標番号 Ⅰ．Ⅰ－３．（２）

対象事業
畑地帯総合整備事業
耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業
経営体育成基盤整備事業

主要目標 農業生産力の向上

農業所得
増加額

千円/ha

菱山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 1,985 1 8 SⅠ 事業間ランクSⅠであり、優先度が高い 実施

一宮南部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 1,708 1 9 SⅠ 事業間ランクSⅠであり、優先度が高い 実施

中山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 9,623 1 7 SⅠ 事業間ランクSⅠであり、優先度が高い 実施

寺所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 4,304 2 3 Ⅰ 事業間ランクⅠであり、優先度が高い 実施

基準値 6.8

農業増加額が大
きい地区を優先す
る

副次効果
ランク

評点
貢献度
ランク

環境負
荷への
配慮

事業計
画の熟

度

優先順位付け
の考え方

対象地区・箇所名
公共関
与、事
業執行
主体の
妥当性

経済効
率性

評価結果
事業間
ランク

貢献度ランクの評価 副次効果ランクの評価

事業間優先度の評価個別事業の妥当性評価

事業実
施、規
模の妥
当性

基準値

コメント

作物転換有り 基準値

703以上

351以上

2,426以上

1,213以上

作物転換無し

整備手
法の有
効性
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確

保
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進
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副次効果評価項目

交
通

利
便

性

生
活

環
境

基
盤

整
備

が
進

む
こ

と
で

、
農

地
の

保
全

が
図

ら
れ

る
。

副次効果項目

事
故

・
災

害
防

止生
産

性

基
盤

整
備

が
進

む
こ

と
で

、
遊

休
農

地
の

活
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が
図

ら
れ

る
。

主要目標体系

注
１
）
「
主
要
目
標
に
対
応
す
る
副
次
効
果
項
目
」
の
欄
に
"●

"が
附
さ
れ
て
い
る
副
次
効
果
項
目

の
う
ち
、
「
対
象
地
区
・
箇
所
で
想
定
さ
れ
る
副
次
効
果
」
の
欄
に
"○

"を
記
入
、
「
評
価
の
説
明
」
欄
に
具
体
的
な

評
価
内
容
を
記
入
す
る
。

注
２
）
副
次
効
果
の
内
、
他
の
主
要
目
標
に
該
当
す
る
も
の
は
、
当
該
主
要
目
標
内
で
の
ラ
ン
ク
区

分
の
基
準
に
従
い
ラ
ン
ク
付
け
を
行
い
、
ラ
ン
ク
ａ
に
該
当
す
る
も
の
は
２
点
、
ラ
ン
ク
ｂ
以
下
の
場
合
は
１
点
と
す
る
。

そ
の

他

や
ま

な
し

農
業

ﾙ
ﾈ

ｻ
ﾝ
ｽ

大
綱

に
お

け
る

中
山

間
地

域
の

活
性

化
に

資
す

る
事

業
で

あ
る

。
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